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論文審査の結果の要旨 

上腸間膜動脈（SMA）血流速度の測定に MRIが用いられているが、至適測定

部位は不明である。申請者は MRI による SMA 血流速度測定値の食事負荷後の

増加と、流線解析における乱流の程度を指標に、至適測定部位を検討した。 

7名の健常ボランティアを対象に、心電図同期 MRIを食前と食後 30分に撮影

し、SMA 近位部、中間の彎曲部、遠位の直線部の 3 点で血流速度を測定した。

また 4D flow MRIと CFDによる SMAの流線解析から、2名の放射線科医が 3点

における乱流を視覚的に評価した。評価の一致度は κ係数により評価した。 

食事負荷後の時間平均血流速度（心 1 周期の平均）の増加は近位部と遠位直

線部で有意であった。一方、収縮期血流速度の増加はいずれの部位でも有意で

はなく、拡張期血流速度の増加は遠位直線部位のみ有意であった。平均速度の

標準誤差は遠位直線部位が最小であった。流線解析の検者間一致は κ 係数

0.27-0.68で、中間屈曲部に乱流が多く見られた。 

以上より申請者は、中間彎曲部では乱流が支配的となるため測定値のバラツ

キが大きく、血流速度増加の検出が不良となる可能性を指摘し、SMA 血流速度

測定には遠位部が有利と結論した。同時に、MRI による血流速度測定において

は、4D flow MRIや CFDにより乱流が少ない部位を選択することが、分枝を問

わず有用である可能性を指摘した。 

審査委員会では、申請者が MRIによる分枝流速測定結果の部位差を、大動脈

からの距離と動脈彎曲による乱流に着目して検討することで、解剖学的特徴と

の関連を見出したことを高く評価した。本研究は SMAを対象としたが、結果は

他分枝や大動脈にも適用できる可能性があり、発展性も高い。 

以上により、本論文は博士（医学）の学位の授与にふさわしいと審査員全員

一致で評価した。 
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